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(57)【要約】
【課題】配線作業の負担を軽減することができる収容ボ
ックス及び収容ボックスシステムを提供する。
【解決手段】上下方向及び左右方向に配列される複数の
メールボックス１２の各々の上面と下面には、隣接する
メールボックス１２と電気的に接続する出力コネクタ３
２と入力コネクタ（不図示）とが設けられ、メールボッ
クス１２を積み重ねるだけで、上下に隣接するメールボ
ックス１２の出力コネクタ３２と入力コネクタとが接続
され、上下方向に一列に並ぶメールボックス１２が直列
に接続される。各列のメールボックス１２は左右方向に
並ぶ中継ボックス上に配置され、中継ボックスを介して
制御部に接続される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　列状に配列される複数の収容ボックスからなり、各収容ボックスに制御部からの制御信
号を与えて各収容ボックスを個別に制御する収容ボックスシステムに用いられる収容ボッ
クスであって、
　両側に隣接する収容ボックスのうちの一方の収容ボックスに対向する第１面に設けられ
た入力コネクタと、他方の収容ボックスに対向する第２面に設けられた出力コネクタと、
を備え、
　前記入力コネクタは、前記一方の収容ボックスの出力コネクタに連結され、
　前記出力コネクタは、前記他方の収容ボックスの入力コネクタに連結され、
　更に、前記入力コネクタから入力された複数分の収容ボックスの前記制御部からの制御
信号のうちの１つを内部の回路部に与え、残りを前記出力コネクタに伝送する中継基板を
備えた収容ボックス。
【請求項２】
　前記入力コネクタ及び前記出力コネクタは、Ｍを正の整数として第１接続端子から第Ｍ
接続端子を備え、
　前記中継基板は、前記入力コネクタの第１接続端子を内部の回路部に接続して前記入力
コネクタの第１接続端子に入力された前記制御部からの制御信号を前記回路部に与え、前
記入力コネクタの第２接続端子から第Ｍ接続端子の各々を前記出力コネクタの第１接続端
子から第Ｍ－１接続端子の各々に電気的に接続して前記入力コネクタの第２接続端子から
第Ｍ接続端子の各々に入力された前記制御部からの制御信号を前記出力コネクタの第１接
続端子から第Ｍ－１接続端子の各々に伝送する、
　請求項１に記載の収容ボックス。
【請求項３】
　前記複数の収容ボックスは直方体状に形成されると共に上下に積み重ねられ、前記第１
面及び前記第２面のうちの一方は上面に相当し、他方は下面に相当する請求項１又は２に
記載の収容ボックス。
【請求項４】
　互いに対向する第１面と第２面とを有する収容ボックスにおいて、
　前記第１面に設けられた入力コネクタと、
　前記第２面に設けられた出力コネクタと、を備え、
　前記第１面又は前記第２面に投影した場合に前記入力コネクタと前記出力コネクタは互
いに重なる位置に設けられ、
　前記収容ボックスの前記第１面と他の収容ボックスの前記第２面とが互いに向き合うよ
うに重ねられたとき、前記収容ボックスの前記入力コネクタと前記他の収容ボックスの前
記出力コネクタとが係合し、かつ前記収容ボックスの前記第２面に更に他の収容ボックス
の前記第１面が互いに向き合うように重ねられたとき、前記収容ボックスの前記出力コネ
クタと前記更に他の収容ボックスの前記出力コネクタとが係合し、
　Ｍを正の整数としたとき、前記入力コネクタに接続されたＭ本の信号ラインのうち、１
番の信号ラインを抽出して内部回路に接続し、かつ２番からＮ番の信号ラインを１番から
Ｎ－１番の信号ラインとして前記出力コネクタに接続する中継部を備えた収容ボックス。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の収容ボックスが列状に複数配列されて構
成された収容ボックスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は収容ボックス及び収容ボックスシステムに係り、特に複数の収容ボックスの電
気鍵の施解錠等を制御する収容ボックス及び収容ボックスシステムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　マンション等の集合住宅において、玄関ロビー等には、郵便や宅配便等により配達され
た配送物を居住者が間接的に受け取るための居住者ごとの収容ボックスが設置されている
。
【０００３】
　特許文献１には、そのような収容ボックス（メールボックス）の施錠、解錠等を監理す
るメールボックスシステムが開示されている。これによれば、居住者ごとのメールボック
スが縦横に並べて設置される。そして、これらの複数のメールボックスに対して１つの制
御ボックスが信号線により電気的に接続される。
【０００４】
　制御ボックスには、ＩＣカードリーダが設けられており、居住者がＩＣカードをＩＣカ
ードリーダにセットすると、制御ボックスは、ＩＣカードに登録されているＩＤコードを
ＩＣカードリーダにより読み込み、そのＩＤコードに対応したメールボックスの扉の電気
錠を制御して解錠する。
【０００５】
　また、各メールボックスは、等価的に、横方向（行方向）に延びる複数の信号線と、縦
方向（列方向）に伸びる複数の信号ラインとの交差部分の各々において行方向と列方向の
信号ラインに接続され、マトリクス配線を介して制御ボックスに接続される。これによっ
て制御ボックスは、信号の入出力を行う行方向と列方向の信号ラインを選択することで、
所望のメールボックスの解錠等を個別に行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平５－２６６３６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１のような従来の収容ボックスシステムでは、制御ボックスと
各収容ボックスとを接続するケーブルの配線作業に手間と時間を要するという問題があっ
た。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、配線作業の負担を軽減することが
できる収容ボックス及び収容ボックスシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の一の態様に係る収容ボックスは、列状に配列される
複数の収容ボックスからなり、各収容ボックスに制御部からの制御信号を与えて各収容ボ
ックスを個別に制御する収容ボックスシステムに用いられる収容ボックスであって、両側
に隣接する収容ボックスのうちの一方の収容ボックスに対向する第１面に設けられた入力
コネクタと、他方の収容ボックスに対向する第２面に設けられた出力コネクタと、を備え
、入力コネクタは、一方の収容ボックスの出力コネクタに連結され、出力コネクタは、他
方の収容ボックスの入力コネクタに連結され、更に、入力コネクタから入力された複数分
の収容ボックスの制御部からの制御信号のうちの１つを内部の回路部に与え、残りを出力
コネクタに伝送する中継基板を備える。
【００１０】
　本態様によれば、同一構成の収容ボックスを任意の順序で列状に配列すれば、それらの
収容ボックスを制御部と電気的に接続して制御部により制御することができるため、配線
作業の負担が軽減されると共に、収容ボックスの設置作業が迅速かつ簡易に行われるよう
になる。
【００１１】
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　本発明の他の態様に係る収容ボックスにおいて、入力コネクタ及び出力コネクタは、Ｍ
を正の整数として第１接続端子から第Ｍ接続端子を備え、中継基板は、入力コネクタの第
１接続端子を内部の回路部に接続して入力コネクタの第１接続端子に入力された制御部か
らの制御信号を回路部に与え、入力コネクタの第２接続端子から第Ｍ接続端子の各々を出
力コネクタの第１接続端子から第Ｍ－１接続端子の各々に電気的に接続して入力コネクタ
の第２接続端子から第Ｍ接続端子の各々に入力された制御部からの制御信号を出力コネク
タの第１接続端子から第Ｍ－１接続端子の各々に伝送する態様とすることができる。
【００１２】
　本発明の他の態様に係る収容ボックスにおいて、複数の収容ボックスは直方体状に形成
されると共に上下に積み重ねられ、第１面及び第２面のうちの一方は上面に相当し、他方
は下面に相当する態様とすることができる。
【００１３】
　本発明の更に他の態様に係る収容ボックスは、互いに対向する第１面と第２面とを有す
る収容ボックスにおいて、第１面に設けられた入力コネクタと、第２面に設けられた出力
コネクタと、を備え、第１面又は第２面に投影した場合に入力コネクタと出力コネクタは
互いに重なる位置に設けられ、収容ボックスの第１面と他の収容ボックスの第２面とが互
いに向き合うように重ねられたとき、収容ボックスの入力コネクタと他の収容ボックスの
出力コネクタとが係合し、かつ収容ボックスの第２面に更に他の収容ボックスの第１面が
互いに向き合うように重ねられたとき、収容ボックスの出力コネクタと更に他の収容ボッ
クスの出力コネクタとが係合し、Ｍを正の整数としたとき、入力コネクタに接続されたＭ
本の信号ラインのうち、１番の信号ラインを抽出して内部回路に接続し、かつ２番からＮ
番の信号ラインを１番からＮ－１番の信号ラインとして出力コネクタに接続する中継部を
備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、配線作業の負担を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】メールボックスシステムを正面側から示した斜視図
【図２】メールボックスの斜視図
【図３】メールボックスの斜視図
【図４】中継ボックスの斜視図
【図５】中継ボックスの斜視図
【図６】制御ボックスの斜視図
【図７】メールボックスシステムの配線に関する内部構成を示したシステム構成図
【図８】制御ボックスの制御部と一列目の中継ボックスの横中継基板との間を接続する信
号ライン群を示した図
【図９】隣接する２つの中継ボックスの横中継基板の間を接続する信号ライン群を示した
図
【図１０】ｂ列目の中継ボックスの横中継基板と、ｂ列目における１段目のメールボック
スの縦中継基板との間を接続する信号ライン群を示した図
【図１１】隣接する２つのメールボックスの縦中継基板の間を接続する信号ライン群Ｌｖ
を示した図
【図１２】任意の位置の横中継基板としてｂ列目の横中継基板を示した構成図
【図１３】任意の位置の縦中継基板としてｂ列目におけるａ段目の縦中継基板を示した構
成図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００１７】
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　図１は、メールボックスシステムを正面側から示した斜視図である。
【００１８】
　同図に示すメールボックスシステム１０、集合住宅の玄関ロビー等において、例えば、
背面側が壁に設置されことにより、または、所定の高さの台座部の上に設置されることに
より、所定の高さ位置に配置される。
【００１９】
　メールボックスシステム１０は、上下方向（縦）及び左右方向（横）に配列された同一
構成の複数のメールボックス１２、１２、・・・と、メールボックス１２の配列領域の最
下段に配置される複数の中継ボックス１４・・・、メールボックス１２の配列領域の周辺
部等に配置される制御ボックス１６と、を有する。
【００２０】
　メールボックス１２の概略構成について説明すると、図１の複数のメールボックス１２
はいずれも同一構成のものであり、直方体状の外形を有する。
【００２１】
　図２、図３は、メールボックス１２を正面側の右斜め上方及び右斜め下方から示した斜
視図である。
【００２２】
　これらの図に示すようにメールボックス１２は、郵便物を収容する空間である収容部２
２を内部に備え、正面側に開口２２Ａを有するボックス本体２０と、ボックス本体２０の
正面側に設けられ、開口２２Ａを開放可能に閉鎖する扉２４とを有する。
【００２３】
　扉２４は、開口２２Ａに対して開閉可能に設けられると共に、電気錠による施錠により
開放不能にロックされる。
【００２４】
　また、扉２４には、外来者が郵便物をボックス本体２０の収容部２２の内部に投函する
投函口２６が設けられる。
【００２５】
　メールボックス１２（ボックス本体２０）の上面１２Ｕには、図２に示すように、１段
上側に配置されるメールボックス１２に対して、電気的に接続するための複数の接触端子
を有する出力コネクタ３２と、前後方向及び左右方向の位置を位置決めする４本の位置決
めピン３４とが突設される。出力コネクタ３２は、例えば、右縁の近傍であって前後方向
の略中央の位置に配置される。位置決めピン３４は、上面１２Ｕの四隅の各々に配置され
る。
【００２６】
　メールボックス１２（ボックス本体２０）の下面１２Ｂには、図３に示すように、一段
下側に配置されるメールボックス１２、又は、中継ボックス１４に対して、電気的に接続
するための複数の接触端子を有する入力コネクタ３０と、前後方向及び左右方向の位置を
位置決めする４つの位置決め穴３６が設けられる。
【００２７】
　入力コネクタ３０は、出力コネクタ３２の位置に対して、正反対となる位置、即ち、前
後方向及び左右方向に関して出力コネクタ３２と同一となる位置において下面１２Ｂより
も内部側に埋設される。つまり、入力コネクタ３０及び出力コネクタ３２を上面１２Ｕ又
は下面１２Ｂに投影した場合に入力コネクタ３０と出力コネクタ３２は互いに重なる位置
に設けられている。また、入力コネクタ３０は、機械的構造としては出力コネクタ３２と
連結可能（係合可能）であり、入力コネクタ３０と出力コネクタ３２との連結により、そ
れらの対応する位置の接触端子同士が接続される。
【００２８】
　４つの位置決め穴３６の各々は、上面１２Ｕに突設された４つの位置決めピン３４の各
々に対して正反対となる位置に穿設され、位置決めピン３４の上面１２Ｕから突出した部
分が完全に内部に嵌入した状態で係合する形状及び大きさを有する。
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【００２９】
　このように構成されたメールボックス１２によれば、２つのメールボックス１２のうち
の一方のメールボックス１２の上面１２Ｕにおける４つの位置決めピン３４と、他方のメ
ールボックス１２の下面１２Ｂにおける４の位置決め穴３６との位置を合わせて、それら
のメールボックス１２を上下方向に近付けると、位置決めピン３４と位置決め穴３６とが
嵌合すると共に、下側のメールボックス１２の上面１２Ｕと上側のメールボックス１２の
下面１２Ｂとが当接する。
【００３０】
　これによって、２つのメールボックス１２が前後方向及び左右方向に一致した位置に位
置決めされた状態で上下に配置される。また、下側のメールボックス１２の出力コネクタ
３２の上面１２Ｕからの突出部分が、上側のメールボックス１２の入力コネクタ３０の部
分において下面１２Ｂよりも内部側に入り込み、それらの入力コネクタ３０と出力コネク
タ３２とが連結されて２つのメールボックス１２が電気的に接続される。
【００３１】
　したがって、このようにして任意の数のメールボックス１２を任意の順序で上下方向に
並べて配置することができると共に、上下に隣接するメールボックス１２の入力コネクタ
３０と出力コネクタ３２との連結により、上下方向に一列に並べられたメールボックス１
２が電気的に接続される。
【００３２】
　なお、図２、図３に示したメールボックス１２の構成は一例であって異なる構成であっ
てもよい。例えば、メールボックス１２の正面側に扉２４を設けるのではなく、メールボ
ックス１２の背面側にメールボックス１２に投函された郵便物を取り出す扉が設けられた
ものであってもよい。この場合には、メールボックスシステム１０の背面側に、居住者が
メールボックス１２の扉に対面するスペースが必要となる。
【００３３】
　また、中継ボックス１４をメールボックス１２の上部に配置する形態等に変更すること
によって、入力コネクタ３０をメールボックス１２の上面側に配置し、出力コネクタ３２
をメールボックス１２の下面側に配置する形態とすることも可能である。更に、上下以外
の任意の方向に複数のメールボックス１２を列状に配列し、隣接するもの同士の対向面の
一方に入力コネクタ、他方に出力コネクタを設けてそれらを連結する形態とすることも構
成とすることもできる。これらの他の実施の形態においても本実施の形態において説明す
る構成を同様にして適用することができる。
【００３４】
　続いて、中継ボックス１４の概略構成について説明すると、図１の複数の中継ボックス
１４はいずれも同一構成のものであり、前後方向の長さ及び左右方向の長さがメールボッ
クス１２と同一寸法となる直方体状の外形を有する。
【００３５】
　図４、図５は、中継ボックス１４を正面側の右斜め上方及び左斜め下方から示した斜視
図である。
【００３６】
　これらの図に示すように中継ボックス１４は、上下方向の厚さがメールボックス１２と
比べて薄く、内部には後述の中継基板などが収納される。
【００３７】
　中継ボックス１４の右側面１４Ｒには、図４に示すように、一列右側に配置される中継
ボックス１４に対して、電気的に接続するための複数の接触端子を有する出力コネクタ５
２と、前後方向及び上下方向の位置を位置決めする２本の位置決めピン５４とが突設され
る。出力コネクタ５２は、前後方向の略中央の位置に配置され、位置決めピン５４は、前
端付近と後端付近に配置される。
【００３８】
　中継ボックス１４の左側面１４Ｌには、図５に示すように一列左側に配置される中継ボ
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ックス１４、又は、制御ボックス１６に対して、電気的に接続するための複数の接触端子
を有する入力コネクタ５０と、前後方向及び上下方向の位置を位置決めする２つの位置決
め穴５６が設けられる。
【００３９】
　入力コネクタ５０は、出力コネクタ５２の位置に対して、正反対となる位置、即ち、前
後方向及び上下方向に関して出力コネクタ５２と同一となる位置において左側面１４Ｌよ
りも内部側に埋設される。つまり、入力コネクタ５０及び出力コネクタ５２を左側面１４
Ｌ又は右側面１４Ｒに投影した場合に入力コネクタ５０と出力コネクタ５２は互いに重な
る位置に設けられている。また、入力コネクタ５０は、機械的構造としては出力コネクタ
５２と連結可能（係合可能）であり、入力コネクタ５０と出力コネクタ５２との連結によ
り、それらの対応する位置の接触端子同士が接続される。
【００４０】
　２つの位置決め穴５６の各々は、右側面１４Ｒに突設された２つの位置決めピン５４の
各々に対して正反対となる位置に穿設され、位置決めピン５４の右側面１４Ｒから突出し
た部分が完全に内部に嵌入した状態で係合する形状及び大きさを有する。
【００４１】
　中継ボックス１４の上面１４Ｕには、図４に示すように１段上側に配置されるメールボ
ックス１２に対して、電気的に接続するための複数の接触端子を有する分岐コネクタ６０
と、前後方向及び左右方向の位置を位置決めする４本の位置決めピン６２とが突設される
。
【００４２】
　分岐コネクタ６０と４本の位置決めピン６２の上面１４Ｕにおける配置は、メールボッ
クス１２の上面１２Ｕにおける出力コネクタ３２と４本の位置決めピン３４の配置と一致
する。
【００４３】
　また、分岐コネクタ６０は、機械的構造がメールボックス１２の出力コネクタ３２と同
一のものであり、メールボックス１２の入力コネクタ３０と連結可能である。そして、分
岐コネクタ６０とメールボックス１２の入力コネクタ３０との連結により、それらの対応
する位置の接触端子同士が接続される。
【００４４】
　このように構成された中継ボックス１４によれば、２つの中継ボックス１４のうちの一
方の中継ボックス１４の右側面１４Ｒにおける２つの位置決めピン５４と、他方の中継ボ
ックス１４の左側面１４Ｌにおける２つの位置決め穴５６との位置を合わせて、それらの
中継ボックス１４を左右方向に近付けると、位置決めピン５４と位置決め穴５６とが嵌合
すると共に、左側の中継ボックス１４の右側面１４Ｒと右側の中継ボックス１４の左側面
１４Ｌとが当接する。
【００４５】
　これによって、２つの中継ボックス１４が前後方向及び上下方向に一致した位置に位置
決めされた状態で左右に配置される。また、左側の中継ボックス１４の出力コネクタ５２
の右側面１４Ｒからの突出部分が、右側の中継ボックス１４の入力コネクタ５０の部分に
おいて左側面１４Ｌよりも内部側に入り込み、それらの入力コネクタ５０と出力コネクタ
５２とが連結されて２つの中継ボックス１４が電気的に接続される。
【００４６】
　したがって、このようにして任意の数の中継ボックス１４を左右方向に並べて配置する
ことができると共に、左右に隣接する中継ボックス１４の入力コネクタ５０と出力コネク
タ５２との連結により、左右方向に一列（１段）に並べられた中継ボックス１４が電気的
に接続される。
【００４７】
　また、各中継ボックス１４の上側にメールボックス１２を配置し、中継ボックス１４の
上面１４Ｕにおける４つの位置決めピン６２と、メールボックス１２の下面１２Ｂにける
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４つの位置決め穴３６との位置を合わせて上下方向に近付けると、位置決めピン６２と位
置決め穴３６とが嵌合すると共に、中継ボックス１４の上面１４Ｕとメールボックス１２
の下面１２Ｂとが当接する。
【００４８】
　これによって、中継ボックス１４とメールボックス１２とが前後方向及び左右方向に一
致した位置に位置決めされた状態で上下に配置される。また、中継ボックス１４の分岐コ
ネクタ６０の上面１４Ｕからの突出部分が、メールボックス１２の入力コネクタ３０の部
分において下面１２Ｂよりも内部側に入り込み、それらの分岐コネクタ６０と入力コネク
タ３０とが連結されて中継ボックス１４とメールボックス１２とが電気的に接続される。
【００４９】
　したがって、このようにして左右方向に並べて配置された各列の中継ボックス１４の各
々の上側に複数段に積み重ねたメールボックス１２を配置することができると共に、各列
のメールボックス１２が最下段の中継ボックス１４に電気的に接続される。
【００５０】
　特に、メールボックス１２は同一構成であるため、配列の順序は任意でよく、かつ、メ
ールボックス１２の間、及び、メールボックス１２と中継ボックス１４との間をケーブル
等を使用して接続する必要がないため、煩雑な配線作業も不要にすることができる。
【００５１】
　続いて、制御ボックス１６の概略構成について説明する。
【００５２】
　図６は、制御ボックス１６を正面側の右斜め上方から示した斜視図である。
【００５３】
　同図に示すように制御ボックス１６は、前後方向の長さがメールボックス１２と同一寸
法となる直方体状の外径を有し、正面１６Ｆには、各種情報を入力し、又は、各種情報を
表示する操作パネル８０やＩＣカードの情報を読み取るＩＣカードリーダ８２が設けられ
る。
【００５４】
　制御ボックス１６の右側面１６Ｒには、右側に配置される中継ボックス１４に対して、
電気的に接続するための複数の接触端子を有する出力コネクタ９０と、前後方向及び上下
方向の位置を位置決めする２本の位置決めピン９２とが突設される。
【００５５】
　出力コネクタ９０と２本の位置決めピン９２の位置関係は、中継ボックス１４の右側面
１４Ｒにおける出力コネクタ５２と２本の位置決めピン５４の位置関係に一致する。
【００５６】
　また、出力コネクタ９０は、機械的構造が中継ボックス１４の出力コネクタ５２と同一
のものであり、中継ボックス１４の入力コネクタ５０と連結可能である。そして、制御ボ
ックス１６の出力コネクタ９０と中継ボックス１４の入力コネクタ５０との連結により、
それらの対応する位置の接触端子同士が接続される。
【００５７】
　このように構成された制御ボックス１６によれば、制御ボックス１６の右側に中継ボッ
クス１４を配置し、制御ボックス１６の右側面１６Ｒにおける２つの位置決めピン９２と
、中継ボックス１４の左側面１４Ｌにおける２つの位置決め穴５６との位置を合わせて左
右方向に近付けると、位置決めピン９２と位置決め穴５６とが嵌合すると共に、制御ボッ
クス１６の右側面１６Ｒに中継ボックス１４の左側面１４Ｌとが当接する。
【００５８】
　これによって、制御ボックス１６と中継ボックス１４とが前後方向及び上下方向に所定
の位置関係に位置決めされた状態で左右に配置される。また、制御ボックス１６の出力コ
ネクタ９０の右側面１６Ｒからの突出部分が、中継ボックス１４の入力コネクタ５０の部
分において左側面１４Ｌよりも内部側に入り込み、それらの出力コネクタ９０と入力コネ
クタ５０とが連結されて制御ボックス１６と中継ボックス１４とが電気的に接続される。
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【００５９】
　したがって、左右方向に並べて配置された中継ボックス１４のうちの最も左側の中継ボ
ックス１４の左側に制御ボックス１６を並べて配置することができると共に、制御ボック
ス１６が中継ボックス１４に電気的に接続され、中継ボックス１４を介して制御ボックス
１６が各列における各段のメールボックス１２に電気的に接続される。
【００６０】
　また、制御ボックス１６は、主として、メールボックス１２の施錠及び解錠（施解錠）
の制御を行うものであり、例えば、居住者は、固有のＩＤコードが記憶されたＩＣカード
を所有する。そのＩＤカードがＩＣカードリーダ８２にセット（接触等）されると、制御
ボックス１６は、ＩＣカードリーダ８２により、そのＩＣカードのＩＤコードを読み取る
。そして、そのＩＤコードに対応したメールボックス１２の電気錠を解錠の状態にする。
これにより、居住者は、自分のメールボックス１２の扉２４を開くことができ、メールボ
ックス１２内の郵便物を取り出すことができる。
【００６１】
　また、制御ボックス１６は、解錠から例えば一定時間が経過すると、又は、ＩＣカード
がＩＣカードリーダ８２に再度セットされると、電気錠を施錠の状態にし、扉２４が開か
ないようにロックする。
【００６２】
　次に、上記メールボックスシステム１０の配線に関する内部構成について説明する。
【００６３】
　図７は、メールボックスシステム１０の配線の内部構成を示したシステム構成図である
。
【００６４】
　同図に示すように、上記の制御ボックス１６には、システム全体を統括的に制御する制
御部１００が搭載される。制御部１００には、制御ボックス１６に設けられた操作パネル
８０及びＩＣカードリーダ８２が接続され、制御部１００は、操作パネル８０に各種情報
を表示すると共に、操作パネル８０やＩＣカードリーダ８２により取得される情報にした
がって各種処理を実施する。
【００６５】
　制御部１００には、制御部１００からの信号を中継する横中継基板１０２であって、上
述の中継ボックス１４の各々に搭載された同一構成の複数の横中継基板１０２が各々の間
を接続する同一構成の信号ライン群Ｌｈを介して直列に接続される。
【００６６】
　ここで、図１のメールボックスシステム１０において、制御ボックス１６に直接接続さ
れる中継ボックス１４が配置される列の列番号を１（一列目）とし、かつ、１つ横（図１
において右横）の列に移行するごとに列番号が１ずつ増加するものとする。また、中継ボ
ックス１４が配置される段（又は行）の段番号を０（０段目）とし、かつ、１つ上の段の
移行するごとに段番号が１ずつ増加するものとする。そして、ｂ列目のａ段目の位置を（
ａ，ｂ）により表すものとする。ａは０～ｍのうちの任意の整数、ｂは１～ｎのうちの任
意の整数を示し、ｍはメールボックス１２が配列される段数（最上段の段番号）、ｎはメ
ールボックス１２が配列される列数（最右列の列番号）を示す。なお、ｍは列によって相
違する値、即ち、ｂに応じて変化する値であってもよい。
【００６７】
　このとき、同一符号により表される同一構成の構成要素を区別する場合には、その符号
に位置を示す符号（ａ，ｂ）を付すものとする。例えば、図７において同一構成の横中継
基板１０２には、制御ボックス１６の制御部１００に直接接続されるものから順に１０２
（０，１）、１０２（０，２）、・・・、１０２（０，ｎ）を付し、同一構成の信号ライ
ン群Ｌｈには、接続先の位置に基づきＬｈ（０，１）、Ｌｈ（０，２）、・・・、Ｌｈ（
０，ｎ）を付している。
【００６８】



(10) JP 2017-107329 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

　横中継基板１０２（０，ｂ）の各々には、信号を中継する縦中継基板１０４であって、
ｂ列目のメールボックス１２の各々に搭載された同一構成の複数の縦中継基板１０４（１
０４（１，ｂ）～１０４（ｍ，ｂ））が各々の間を接続する信号ライン群Ｌｖ（Ｌｖ（１
，ｂ）～Ｌｖ（ｍ，ｂ））を介して直列に接続される。
【００６９】
　縦中継基板１０４（ａ，ｂ）の各々には、メールボックス１２に搭載された回路部１０
６（１０６（ａ，ｂ））が接続される。回路部１０６は、メールボックス１２に設けられ
る任意の回路を示し、例えば、電気錠、ＬＥＤ、センサ等のように制御部１００からの電
圧（及び電流）の供給の有無や供給される電圧の電圧値等により状態が変化する回路を示
す。
【００７０】
　詳細は省略するが、例えば、電気錠は、電磁コイル（ソレノイド）と、電磁コイルによ
り発生する磁気により可動するプランジャ（可動鉄心）とからなるソレノイドアクチュエ
ータを有する。そして、制御部１００から電磁コイルへの電圧供給の有無によりプランジ
ャが異なる位置に移動してメールボックス１２の扉２４の施解錠が行われる。
【００７１】
　このようなシステム構成において、制御部１００が各メールボックス１２の回路部１０
６に対して個別に電圧を供給するための信号ラインの構成について説明する。
【００７２】
　まず、信号ライン群Ｌｈの構成について説明すると、図８は、制御ボックス１６の制御
部１００と一列目の中継ボックス１４（０，１）の横中継基板１０２（０，１）との間を
接続する信号ライン群Ｌｈ（０，１）を示す。
【００７３】
　同図に示すように制御部１００は、接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）及び接続端子ｙ（１）
～ｙ（Ｎ）からなる合計Ｍ＋Ｎ個の接続端子を有する。Ｍは制御ボックス１６が制御可能
なメールボックス１２の最大列数を示し、Ｎは制御ボックス１６が制御可能なメールボッ
クス１２の最大段数を示す。ＭとＮとは設計段階で決められた数であるため、図１のメー
ルボックスシステム１０におけるメールボックス１２の段数ｍがＭ以下で、かつ、列数ｎ
がＮ以下という条件を満たすようにメールボックス１２が配列される。
【００７４】
　制御部１００は接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）のうちの接続端子ｘ（ａ）と、接続端子ｙ
（１）～ｙ（Ｎ）のうちの接続端子ｙ（ｂ）との間にのみ電位差を生じさせることにより
、即ち、制御部１００内において接続端子ｘ（ａ）と接続端子ｙ（ｂ）との間を電源を介
して導通させ、他の接続端子の間を非導通とすることにより、回路部１０６（ａ、ｂ）に
のみ所定の電圧を供給し、例えば、メールボックス１２（ａ、ｂ）のみを解錠する。
【００７５】
　また、制御部１００は、接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）又は接続端子ｙ（１）～ｙ（Ｎ）
の各々を流れる電流を検出する電流検出手段（各回路部１０６（１，１）～１０６（ｍ，
ｎ）に流れる電流を検出する電流検出手段）を有し、接続端子ｘ（ａ）と接続端子ｙ（ｂ
）との間に電位差を生じさせたにもかかわらず、電流検出手段によりそれらの接続端子を
流れる電流が検出されない場合（検出した電流が所定の閾値以下の場合）には、断線等の
異常が生じていると判断し、所定の警告手段（操作パネル８０への警告表示、警告ランプ
の点灯、警告音の発生等）により警告を行う。
【００７６】
　各接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）、ｙ（１）～ｙ（Ｎ）は制御ボックス１６内において同
図では不図示の出力コネクタ９０（図６参照）の各接触端子に信号線を介して接続される
。
【００７７】
　一方、同図において中継ボックス１４（０，１）の横中継基板１０２（０，１）の一部
として例示されるように、中継ボックス１４の横中継基板１０２には、端子部ｃとして、
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接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）及び接続端子ｃｙ（１）～ｃｙ（Ｎ）をからなる合計Ｍ
＋Ｎ個の接続端子が設けられる。端子部ｃの各接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）、ｃｙ（
１）～ｃｙ（Ｎ）は、中継ボックス１４内において同図では不図示の入力コネクタ５０（
図５参照）の各接触端子に信号線を介して接続される。
【００７８】
　そして、制御ボックス１６の出力コネクタ９０と中継ボックス１４（０，１）の入力コ
ネクタ５０との接続により、制御部１００の各接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）、ｙ（１）～
ｙ（Ｎ）と、横中継基板１０２（０，１）における端子部ｃの各接続端子ｃｘ（１）～ｃ
ｘ（Ｍ）、ｃｙ（１）～ｃｙ（Ｎ）とが、信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ（Ｍ）、ｈｙ（１
）～ｈｙ（Ｎ）により接続される。
【００７９】
　なお、制御部１００の接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）に接続される信号ラインｈｘ（１）
～ｈｘ（Ｍ）を横信号ラインというものとし、括弧内の１～Ｍの値が横信号ラインにおけ
るライン番号を示すものとする。また、制御部１００の接続端子ｙ（１）～ｙ（Ｎ）に接
続される信号ラインｈｙ（１）～ｈｙ（Ｎ）を縦信号ラインというものとし、括弧内の１
～Ｎの値が縦信号ラインにおけるライン番号を示すものとする。
【００８０】
　図９は、隣接する２つの中継ボックス１４の横中継基板１０２の間を接続する信号ライ
ン群Ｌｈ（０，ｂ）を示し、ｂ列目の中継ボックス１４（０，ｂ）の横中継基板１０２（
０，ｂ）と、ｂ－一列目の中継ボックス１４（０，ｂ－１）の横中継基板１０２（０，ｂ
－１）との間を接続する信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ）を示す。
【００８１】
　同図において中継ボックス１４（０，ｂ）の横中継基板１０２（０，１）の一部として
例示されるように中継ボックス１４の横中継基板１０２には、上述のように端子部ｃとし
て、接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）及び接続端子ｃｙ（１）～ｃｙ（Ｎ）からなる合計
Ｍ＋Ｎ個の接続端子が設けられる。
【００８２】
　一方、同図において中継ボックス１４（０，ｂ－１）の横中継基板１０２（０，ｂ－１
）の一部として例示されるように中継ボックス１４の横中継基板１０２には、端子部ｄと
して、接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）及び接続端子ｄｙ（１）～ｄｙ（Ｎ）からなる合
計Ｍ＋Ｎ個の接続端子が設けられる。端子部ｄの各接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）、ｄ
ｙ（１）～ｄｙ（Ｎ）は、中継ボックス１４内において同図では不図示の出力コネクタ５
２（図４参照）の各接触端子に信号線を介して接続される。
【００８３】
　そして、中継ボックス１４（０，ｂ－１）の出力コネクタ５２と中継ボックス１４（０
，ｂ）の入力コネクタ５０との接続により、横中継基板１０２（０，ｂ－１）における端
子部ｄの各接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）、ｄｙ（１）～ｄｙ（Ｎ）と、横中継基板１
０２（０，ｂ）における端子部ｃの各接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）、ｃｙ（１）～ｃ
ｙ（Ｎ）とが、図８と同様に横信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ（Ｍ）及び縦信号ラインｈｙ
（１）～ｈｙ（Ｎ）により接続される。
【００８４】
　続いて、信号ライン群Ｌｖの構成について説明すると、図１０は、ｂ列目の中継ボック
ス１４（０，ｂ）の横中継基板１０２（０，ｂ）と、ｂ列目における１段目のメールボッ
クス１２（１，ｂ）の縦中継基板１０４（１，ｂ）との間を接続する信号ライン群Ｌｖ（
１，ｂ）を示す。
【００８５】
　同図において中継ボックス１４（０，ｂ）の横中継基板１０２（０，ｂ）の一部として
例示されるように中継ボックス１４の横中継基板１０２には、端子部ｅとして、接続端子
ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）及び接続端子ｅｙ（１）からなる合計Ｍ＋１個の接続端子が設け
られる。端子部ｅの各接続端子ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）、ｅｙ（１）は、中継ボックス１
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４内において同図では不図示の分岐コネクタ６０（図４参照）の各接触端子に信号線を介
して接続される。
【００８６】
　一方、同図においてメールボックス１２（１，ｂ）の縦中継基板１０４（１，ｂ）の一
部として例示されるように、メールボックス１２の縦中継基板１０４には、端子部ｐとし
て、接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）及び接続端子ｐｙ（１）をからなる合計Ｍ＋１個の
接続端子が設けられる。端子部ｐの各接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）は、
メールボックス１２内において同図では不図示の入力コネクタ３０（図３参照）の各接触
端子に信号線を介して接続される。
【００８７】
　そして、中継ボックス１４（０，ｂ）の分岐コネクタ６０とメールボックス１２（１，
ｂ）の入力コネクタ３０との接続により、横中継基板１０２（０，ｂ）の各接続端子ｅｘ
（１）～ｅｘ（Ｍ）、ｅｙ（１）と、縦中継基板１０４（１，ｂ）における端子部ｐの各
接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）とが、横信号ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ
）と、縦信号ラインｖｙ（１）を介して接続される。
【００８８】
　図１１は、隣接する２つのメールボックス１２の縦中継基板１０４の間を接続する信号
ライン群Ｌｖ（ａ，ｂ）を示し、ｂ列目におけるａ－１段目のメールボックス１２（ａ－
１，ｂ）の縦中継基板１０４（ａ－１，ｂ）と、ｂ列目におけるａ段目のメールボックス
１２（ａ，ｂ）の縦中継基板１０４（ａ，ｂ）との間を接続する信号ライン群Ｌｖ（ａ，
ｂ）を示す。
【００８９】
　同図においてメールボックス１２（ａ，ｂ）の縦中継基板１０４（ａ，ｂ）の一部とし
て例示されるようにメールボックス１２の縦中継基板１０４には、上述のように端子部ｐ
として、接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）及び接続端子ｐｙ（１）からなる合計Ｍ＋１個
の接続端子が設けられる。
【００９０】
　一方、同図においてメールボックス１２（ａ－１，ｂ）の縦中継基板１０４（ａ－１，
ｂ）の一部として例示されるようにメールボックス１２の縦中継基板１０４には、端子部
ｑとして、接続端子ｑｘ（１）～ｑｘ（Ｍ）及び接続端子ｑｙ（１）からなる合計Ｍ＋１
個の接続端子が設けられる。端子部ｑの各接続端子ｑｘ（１）～ｑｘ（Ｍ）、ｑｙ（１）
は、メールボックス１２内において同図では不図示の出力コネクタ３２（図２参照）の各
接触端子に信号線を介して接続される。
【００９１】
　そして、メールボックス１２（ａ－１，ｂ）の出力コネクタ３２とメールボックス１２
（ａ，ｂ）の入力コネクタ３０との接続により、縦中継基板１０４（ａ－１，ｂ）におけ
る端子部ｐの各接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）と、縦中継基板１０４（ａ
，ｂ）における端子部ｑの各接続端子ｑｘ（１）～ｑｘ（Ｍ）、ｑｙ（１）とが、図１０
と同様に横信号ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ）及び縦信号ラインｖｙ（１）を介して接続
される。
【００９２】
　次に、横中継基板１０２の構成について説明する。図１２は、任意の位置の横中継基板
１０２としてｂ列目の横中継基板１０２（０，ｂ）を示した構成図である。
【００９３】
　同図に示すように、横中継基板１０２（０，ｂ）には、上述の端子部ｃ、端子部ｄ、及
び、端子部ｅが設けられる。
【００９４】
　端子部ｃは、接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）、ｃｙ（１）～ｃｙ（Ｎ）からなる（Ｍ
＋Ｎ）個の接続端子を有し、それらの各接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）、ｃｙ（１）～
ｃｙ（Ｎ）には、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ）の横信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ（Ｍ）、
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及び、縦信号ラインｈｙ（１）～ｈｙ（Ｎ）が接続される。
【００９５】
　端子部ｄは、接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）、ｄｙ（１）～ｄｙ（Ｎ）からなる（Ｍ
＋Ｎ）個の接続端子を有し、それらの各接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）、ｄｙ（１）～
ｄｙ（Ｎ）には、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ＋１）の横信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ（Ｍ
）、及び、縦信号ラインｈｙ（１）～ｈｙ（Ｎ）が接続される。
【００９６】
　端子部ｅは、接続端子ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）、ｅｙ（１）からなる（Ｍ＋１）個の接
続端子を有し、それらの各接続端子ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）、ｅｙ（１）には、信号ライ
ン群Ｌｖ（１，ｂ）の横信号ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ）、及び、縦信号ラインｖｙ（
１）が接続される。
【００９７】
　横中継基板１０２（０，ｂ）上において、端子部ｃの各接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ
）には、端子部ｄの各接続端子ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｎ）が各信号ラインｉｘ（１）～ｉｘ
（Ｍ）を介して接続される。
【００９８】
　また、端子部ｃの各接続端子ｃｙ（２）～ｃｙ（Ｎ）には、端子部ｄの各接続端子ｄｙ
（１）～ｄｙ（Ｎ－１）が信号ラインｉｙ（２）～ｉｙ（Ｎ）を介して接続される。
【００９９】
　これによれば、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ）における各横信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ
（Ｍ）は、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ＋１）においてライン番号が一致する各横信号ライ
ンｈｘ（１）～ｈｘ（Ｍ）にそのまま接続される。
【０１００】
　また、信号ライン群（０，ｂ）における各縦信号ラインｈｙ（２）～ｈｙ（Ｎ）は、信
号ライン群Ｌｈ（０，ｂ＋１）においてライン番号が１ずつ小さい各縦信号ラインｈｙ（
１）～ｈｙ（Ｎ－１）に接続される。
【０１０１】
　一方、横中継基板１０２（０，ｂ）上において、信号ラインｉｘ（１）～ｉｘ（Ｍ）か
らは信号ラインｊｘ（１）～ｊｘ（Ｍ）が分岐され、端子部ｅの各接続端子ｅｘ（１）～
ｅｘ（Ｍ）に接続される。したがって、端子部ｃの各接続端子ｃｘ（１）～ｃｘ（Ｍ）に
は、端子部ｅの各接続端子ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）も接続される。
【０１０２】
　また、端子部ｃの接続端子ｃｙ（１）には、端子部ｅの接続端子ｅｙ（１）が信号ライ
ンｉｙ（１）を介して接続される。
【０１０３】
　これによれば、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ）における各横信号ラインｈｘ（１）～ｈｘ
（Ｍ）は、信号ライン群Ｌｖ（１，ｂ）においてライン番号が一致する各横信号ラインｖ
ｘ（１）～ｖｘ（Ｍ）に接続される。
【０１０４】
　また、信号ライン群Ｌｈ（０，ｂ）における縦信号ラインｈｙ（１）は、信号ライン群
Ｌｖ（１，ｂ）においてライン番号が一致する縦信号ラインｖｙ（１）に接続される。
【０１０５】
　続いて、縦中継基板１０４の構成について説明する。図１３は、任意の位置の縦中継基
板１０４としてｂ列目におけるａ段目の縦中継基板１０４（ａ，ｂ）を示した構成図であ
る。
【０１０６】
　同図に示すように、縦中継基板１０４（ａ，ｂ）には、上述の端子部ｐ及び端子部ｑと
、回路部１０６（ａ，ｂ）に接続される端子部ｒが設けられる。
【０１０７】
　端子部ｐは、接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）からなる（Ｍ＋１）個の接
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続端子を有し、それらの各接続端子ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）には、信号ライ
ン群Ｌｖ（ａ，ｂ）の横信号ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ）、及び、縦信号ラインｖｙ（
１）が接続される。
【０１０８】
　端子部ｑは、接続端子ｑｘ（１）～ｑｘ（Ｍ）、ｑｙ（１）からなる（Ｍ＋１）個の接
続端子を有し、それらの各接続端子ｑｘ（１）～ｑｘ（Ｍ）、ｑｙ（１）には、信号ライ
ン群Ｌｖ（ａ＋１，ｂ）の横信号ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ）、及び、縦信号ラインｖ
ｙ（１）が接続される。
【０１０９】
　端子部ｒは、接続端子ｒｘ（１）、ｒｙ（１）からなる２個の接続端子を有し、それら
の接続端子ｒｘ（１）、ｒｙ（１）は、メールボックス１２内において回路部１０６（ａ
，ｂ）の動作に必要な電圧（電源）を供給する２つの端子に信号線を介して接続される。
【０１１０】
　縦中継基板１０４（ａ，ｂ）上において、端子部ｐの各接続端子ｐｘ（２）～ｐｘ（Ｍ
）には、端子部ｑの各接続端子ｑｘ（１）～ｄｘ（Ｍ－１）が各信号ラインｆｘ（２）～
ｆｘ（Ｍ）を介して接続される。
【０１１１】
　また、端子部ｐの接続端子ｐｙ（１）には、端子部ｑの接続端子ｑｙ（１）が信号ライ
ンｆｙ（１）を介して接続される。
【０１１２】
　これによれば、信号ライン群Ｌｖ（ａ，ｂ）における各横信号ラインｖｘ（２）～ｖｘ
（Ｍ）は、信号ライン群Ｌｖ（ａ＋１，ｂ）においてライン番号が１ずつ小さい各横信号
ラインｖｘ（１）～ｖｘ（Ｍ－１）に接続される。
【０１１３】
　また、信号ライン群Ｌｖ（ａ，ｂ）における縦信号ラインｖｙ（１）は、信号ライン群
Ｌｖ（ａ＋１，ｂ）においてライン番号が一致する縦信号ラインｖｙ（１）に接続される
。
【０１１４】
　一方、縦中継基板１０４（ａ，ｂ）上において、端子部ｐの各接続端子ｐｘ（１）には
、端子部ｒの接続端子ｒｘ（１）が信号ラインｆｘ（１）を介して接続される。
【０１１５】
　また、信号ラインｆｙ（１）からは信号ラインｇｙ（１）が分岐され、端子ｒの接続端
子ｒｙ（１）に接続される。したがって、端子部ｐの接続端子ｐｙ（１）には、端子部ｒ
の接続端子ｒｙ（１）も接続される。
【０１１６】
　これによれば、信号ライン群Ｌｖ（ａ，ｂ）における横信号ラインｖｘ（１）と縦信号
ラインｖｙ（１）は、回路部１０６（ａ，ｂ）に接続される。
【０１１７】
　以上のメールボックスシステム１０の信号ラインの構成によれば、任意の位置のメール
ボックス１２（ａ，ｂ）の回路部１０６（ａ，ｂ）に電圧を供給する２つの端子のうちの
一方の端子には、信号ライン群Ｌｈ（０，１）～Ｌｈ（０，ｂ）における横信号ラインｈ
ｘ（ａ）と、信号ライン群Ｌｖ（１，ｂ）～Ｌｖ（ａ，ｂ）における横信号ラインｖｘ（
ａ）、ｖｘ（ａ－１）、・・・、ｖｘ（１）とを介して制御部１００の接続端子ｘ（ａ）
が接続される。また、回路部１０６（ａ，ｂ）に電圧を供給する他方の端子には、信号ラ
イン群Ｌｈ（０，１）～Ｌｈ（０，ｂ）における縦信号ラインｈｙ（ｂ）、ｈｙ（ｂ－１
）、・・・、ｈｙ（１）と、信号ライン群Ｌｖ（１，ｂ）～Ｌｖ（ａ，ｂ）における縦信
号ラインｖｙ（１）とを介して制御部１００の接続端子ｙ（ｂ）が接続される。
【０１１８】
　即ち、ａ段目のメールボックス１２（ａ，１）～１２（ａ，ｎ）の回路部１０６（ａ，
１）～１０６（ａ，ｎ）の一方の端子には制御部１００の接続端子ｘ（ａ）が接続され、
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ｂ列目のメールボックス１２（１，ｂ）～１２（ｍ，ｂ）の回路部１０６（１，ｂ）～１
０６（ｍ，ｂ）の他方の端子には制御部１００の接続端子ｙ（ｂ）が接続されたマトリク
ス配線が構成されている。
【０１１９】
　したがって、上述のように制御部１００は接続端子ｘ（１）～ｘ（Ｍ）のうちの接続端
子ｘ（ａ）と、接続端子ｙ（１）～ｙ（Ｎ）のうちの接続端子ｙ（ｂ）との間にのみ電位
差を生じさせることにより、メールボックス１２（ａ，ｂ）の回路部１０６（ａ，ｂ）に
対してのみ電圧を供給し、メールボックス１２（ａ，ｂ）の解錠等の制御を個別に行うこ
とができる。
【０１２０】
　以上、上記実施の形態では、メールボックス１２を制御するシステムについて説明した
が、本発明は、メールボックスに限らず、開閉可能な扉と扉の施解錠を行う電気錠等を有
する宅配ボックスやプライベートボックスなどの任意の種類の収容ボックスであっても良
く、その電気錠の制御等を行うシステムに適用できる。
【符号の説明】
【０１２１】
　Ｌｈ、Ｌｖ…信号ライン群、ｘ（１）～ｘ（Ｍ）、ｙ（１）～ｙ（Ｎ）、ｃｘ（１）～
ｃｘ（Ｍ）、ｃｙ（１）～ｃｙ（Ｎ）、ｄｘ（１）～ｄｘ（Ｍ）、ｄｙ（１）～ｄｙ（Ｎ
）、ｅｘ（１）～ｅｘ（Ｍ）、ｅｙ（１）、ｐｘ（１）～ｐｘ（Ｍ）、ｐｙ（１）、ｑｘ
（１）～ｑｘ（Ｍ）、ｑｙ（１）、ｒｘ（１）、ｒｙ（１）…接続端子、ｈｘ（１）～（
Ｍ）…横信号ライン、ｈｙ（１）～ｈｙ（Ｎ）…縦信号ライン、ｉｘ（１）～ｉｘ（Ｍ）
、ｉｙ（１）～ｉｙ（Ｎ）、ｊｘ（１）～ｊ（Ｍ）、ｆｘ（１）～ｆｘ（Ｍ）、ｆｙ（１
）、ｇｙ（１）…信号ライン、ｃ、ｄ、ｅ、ｐ、ｑ、ｒ…端子部、１０…メールボックス
システム、１２…メールボックス、１４…中継ボックス、１６…制御ボックス、２０…ボ
ックス本体、２４…扉、２６…投函口、３０、５０…入力コネクタ、３２、５２、９０…
出力コネクタ、３４、５４、６２、９２…位置決めピン、３６、５６…位置決め穴、６０
…分岐コネクタ、８０…操作パネル、８２…ＩＣカードリーダ、１００…制御部、１０２
…横中継基板、１０４…縦中継基板、１０６…回路部
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